
10月15日（水）
13：00～16：00
場所：福祉センター相談室

10月10日（金）
11月10日（月）
13：30～16：00
場所：福祉センター相談室
※電話相談も受け付けています

＊事前の予約が必要です。
＊相談時間は一人30分です。
＊定員（6名）になり次第、締め切らせ
　ていただきます。 心配ごと相談は、日常のちょっとした悩みごとや

困りごとを気軽に相談できる場です。
予約不要ですので、お気軽にお越しください。【予約・問合せ】 電話 ４６ー０６１９

東彼杵町社協だより 第139号令和7年9月12日発行

東彼杵町社会福祉協議会 〒859-3807　長崎県東彼杵郡東彼杵町彼杵宿郷706番地4
電話：0957-46-0619　FAX：0957-46-1594　Eメール：sonogi2@fukushi-net.or.jp
ホームページ　http://www.higashisonogi-shakyou.jp

編集
発行

無料弁護士相談 心配ごと相談

社協だより「ひだまり」は、社協会費、寄付、赤い羽根共同募金の配分金等を活用し発行しています。

ひだまりひだまり

　東彼杵町社会福祉協議会で
は、「赤い羽根共同募金」配分
金を財源として「子育て支援事
業」を行っています。
　今回も町の乳児相談に来られ
た生後３～４か月の赤ちゃんに、
おしりふきとオムツ処理袋をお
渡ししました。
　とびっきりの笑顔やあどけな
い表情がとても可愛らしいです。

　「こどもふくしセミナー」を８月２５日に開催しました。昨

年度に引き続き、テーマは「災害」。講師に日本赤十字社長

崎県支部の皆さんをお招きし、炊き出し訓練や東彼杵町で起

こるかもしれない災害の種類について学びました。グループ

ワークでは、備えていると助かる防災用品について考えまし

た。子どもたちが必要だと思うものが「食品や乾電池」だっ

たのに対し、実際被災した方たちが必要だったと思ったもの

は「タオルやトイレットペーパー」。自分たちの想像と大きく

違うことに驚きを隠せない子どもたちでした。セミナーを終

えた子どもたちからは、「生活用品を備蓄しておくことが大

事」、「ハザードマップや避難場所の確認をしておきたい」な

どの感想があり、防災意識を高めることができたセミナーと

なりました。

　ぜひ皆さんも、日頃から家庭や近隣の方と「防災」や「備

蓄品」、「避難所」についてお話してみてはいかがでしょうか。

ハイゼックス袋にお米と水を入れて（写真上）、沸騰した
お湯の中に入れ30分（写真下）ホカホカの美味しいご飯
が炊きあがりました。

セミナーで学んだこと、これからの自分の
防災計画をそれぞれ模造紙に書き合い、
グループで発表しました。

夏の暑さに負けないくらい元気いっぱいの子どもたち。
小学生11名とサポーター役の高校生ボランティア3名が
参加してくれました。

こどもふくしセミナー

「災害」について学び
ご飯の炊きだしを体験

第8回



24時間テレビチャリティー募金ご協力ありがとうございます

（R7年9月4日現在）

※敬称略・順不同

　東彼杵町社会福祉協議会は、子どもからお年寄りまでの皆様が地

域で安心して暮らせるよう、地域福祉事業の推進に取り組んでいます。

　皆様からいただきました『会費』は、地域福祉を推進するための

重要な財源として、地域福祉事業の充実のために活用させていただ

きます。

　皆様のご協力ありがとうございました。

社協会費のお礼 及び 実績報告

合計1,432,000円

【特別会員】計63口
１口　5,000円

㈱𣏓𠩤建設（４口）
㈱九州たまがわ

(福)常明園（２口）

長崎県央農業協同組合

　　　　東そのぎ支店

妙法寺

東彼杵町医師会（6口）

　山住医院

　鈴木病院

　岩永医院

　松村内科消化器科

　山川医院

　三島眼科医院

東彼学園

もみの木荘

東彼商工会東彼杵支所

岩永運送㈱

㈲普賢石油

グループホームほのぼの

介護老人保健施設さざなみ

やまだこども園

㈱十八親和銀行彼杵支店

ハイウェイオートボデー

彼杵の郷 若松屋

㈲田崎自動車整備工場

大安歯科医院（４口）

㈱彼杵の荘

絆データーシステム㈱

栄喜屋

㈲池田茶園

㈲岡田商会

寿司割烹 魚徳

㈱ツジデン東そのぎ工場（２口）

㈱ウラノ長崎工場

そば処 立石

居酒屋 まつうら

㈱森商店

㈱タナチョー長崎支店

㈲太陽タクシー

大垣精工㈱長崎工場（２口）

そのぎ薬局（２口）

牛田建設

旭運送㈲

釜坂設備

㈲プラザハウス

㈲田尻建設

やまさき歯科医院

㈱タムラクレーン

㈲茶友

㈱郷野建設

ももた接骨院

ひまわりえん

㈲大博

【個人】
宇都　繁敏

一瀬　義春

【一般会員】計2,108戸
１戸　500円

【賛助会員】計11口
１口　3,000円

イワナガオートサービス

㈱東彼プロパン

㈲一瀬工務店

田﨑モータース
松山自動車

リペアメイク　モリ

屋台屋 いんごち

㈲琴城電機工業

㈲大川ストアー

㈲山田組

【個人】
福田　勝洋

【団体会員】計10口
１口　3,000円
町民生委員児童委員協議会（３口）
町母子寡婦福祉会
大村地区更生保護女性会東彼杵支部
町老人クラブ連合会（５口）

広報紙「ひだまり」の発行

「小中学校の福祉活動への助成」
福祉の学習や環境美化等に

役立てられます。

「食事サービス」
安否確認をかねて高齢者へ
手作りのお弁当を届けます

「こどもふくしセミナー」の開催
今年は防災について学びました

福祉団体、ボランティア団体へ
の活動助成等

「子育て支援事業」
赤ちゃんのすこやかな成長を願って、

衛生用品を贈ります。

　１０月１日から12月31日まで期間、全国一斉に行われる「赤い羽根共同募金運動」。
　皆様からお寄せいただきました募金の一部は、町内の様々な福祉活動に還元され、東彼杵町
の福祉を支えるために使われます。今年も皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

　７月から８月までの期間、右記の店舗様と本会に募金
箱を設置し、また個人様からの募金を受け付けました。
　皆様からお預かりした募金は経費を差し引くことなく
『福祉・環境保護・災害復興』のために活用させていた
だきます。ご協力ありがとうございました。

赤い羽根共同募金へのご協力をお願いします赤い羽根共同募金へのご協力をお願いします

～募金のつかいみち～

【募金箱設置店】（敬称略・順不同）
・大川ストアー　
・岡田商店
・株式会社 森商店
・道の駅 彼杵の荘
・東彼杵町社会福祉協議会

社協会費へのご協力ありがとうございました

ご 寄 付 お 礼 （令和７年７月１６日 ～ ９月２日  受付分）

•志水 久仁子 様（本町）より
　故 藤田 政行 様のご逝去にあたり

•石丸 久市 様（菅無田）より
　故 石丸 ナツ子 様のご逝去にあたり

•嶋田 秀則 様（蔵本）より
　故 嶋田 タカ子 様のご逝去にあたり

•西坂 孝良 様（坂本）より
　故 西坂 元市 様のご逝去にあたり

•杢尾 長次郎 様（菅無田）より
　故 杢尾 フサ 様のご逝去にあたり

社会福祉事業資金として、善意の寄付や香典返しの一部を
ご寄付いただきました。皆様のご厚意に心から感謝申し上げます。

募金額  14,712円（全額送金済）
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